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   For the purpose of scrutinizing a character of the De  Graaf's phenomenon, we have 
made a string of experiment. 
   The process of the experiment was to inject several kinds of radio-opaque medias 
which were slightly colored solution with indigocarmine into vas deferens, observing the 
posterior urethra with urethroscope. 
   When injected media had amounted to the quantities of 0.8 cc at maximum and of  0.9 
cc at minimum respectively, it was observed that they had flown out of the ejaculatory 
ducts to the posterior urethra. And it was also recognized at ten seconds in the quickest 
case and fourty seconds in the slowest case after the injection of radio-oparue medias. 
   From the result of this experiment, we believe  that  : 1) De  Graaf  's phenomenon really 
exists and a very small quantity of any liquid injected through the vas deferens does not 
flow into the seminal vesicles, but directly flows into the ejaculatory ducts. 2) A  mictur-
iation after the injection of liquid into the vas deferens probably occurs just when the 

























本現象はそ の後臨床 上色 々 なことに 利用さ












kの得た2～3の 知 見につい て報告考 察した
い
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後射精 管 口よ り後部 尿道 に排 出 され る現象 を云
う.こ の場 合精嚢腺 を含む全精路 を充溝す るに
足 る液体量 として如何程 を必 要 とす るか,丈 献
的 に考 察す ると先づ屍 体におけ る精嚢腺 の容量
で はGuelliotによれば平均,1.5～2.5cc,
Pickerの72屍体におけ る測定 では,1.5～11
cc,五島氏 の本 邦 人62屍体の測定 では20～60才
の者で左側1.2～4.6cc,右側1.3～5.Occ,ま
たMcCarthy等 の80例の測定結果 では最大,
7.Occ,最小2.Occとなつ てお り,諸 家 の報告は
必 らず しも一定 していな い.他 方生体 において
は総べ てX線 学 的に精嚢腺造影 剤注 入量 の測定
を基礎 として算 出 した もので,こ の場 合は前者
の屍体 における解 剖学的容量 とは 自ら差異を生
じるのみな らず,精 嚢腺腔 内に既 に存在す る生
理 的 内容液 を老慮 しなけれ ばな らな い.
従 つ て生体精嚢腺 におけ る造影 剤注入量 はそ
れだけで も屍体精嚢腺 内容量 よりも少量 となら
なければ ならぬ筈 で ある.生 体 におけ る造影剤
注入量 と して現 在 まで 報 告 された ものでは,
Belfieldは4～6ccを注入撮 影 しLeFurは
2～3ccで 充分 であ ると述べ,Gorroは 排尿
感 の生 じるまで注 入 しなけれぱ な らない と述べ
てい る.そ の他Zeiss,Junghaus等は3～5
cc,山本及 び小 島氏は2～3cc,戸 張氏 は2cc
Martinは5～11ccが 必要 で あるが2ccで
も充分 であ ると云 い,Voelckerは1.5～2.5
cc,Youngは両側で8ccが 必 要で あると述
べ てい る.ま た柳原教 授は研究 の結果,0.7cc
を極 めて徐 々に注入すれ ぱ多 くの場合精嚢腺腔
























続精嚢 レン トゲン撮 影法の研究」 において,
0.5～1.Occ,の少量注入では造影剤は精嚢腺腔
内移行の途上にあり,殆んどの場合は鼓腹部 ま
で,一 部では精嚢腺腔に も進入は 認め られる





















































































剤の射精浴流状況を観察 し次の如 き結果を 得
た.
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